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1. はじめに 

本工事は、岩手県が計画する一般国道 284 号室根バイパス道路整備事業（約 4.9km）のうち、大船渡線折壁・新

月間 53ｋ070m 付近に梅木こ線橋を新設するものである。上部工は、橋長 33.6m、幅員 10.0m の PC コンポ橋である

（図-1、図-2参照）。施工は鉄道への影響と施工条件、工事費等を鑑み、架設桁架設工法を採用している。桁の構

造上、一括架設は不可能であり、数日にわたって分割架設することとなる。 

桁架設期間中に営業列車を安全に走らせるためには、鉄道の安全性を担保する（絶対に桁が落橋しない）耐震設

備が必要になる。本報告では、上部工架設時における耐震設備計画について報告する。 

 
 

2. 工事概要 

2-1 主桁の形状 

 上部工の標準断面図を図-3に示す。主桁は 3 主桁であり、主桁形状は、

高さ 2.4m、ウェブ厚 0.22m、下フランジ幅 0.7m と非常に細長い構造であ

り、重量は 1 主桁あたり約 90t（895.2kN）となる。 

2-2 架設桁架設工法による上部工架設計画 

 上部工構造一般図を図-4に示す。主桁は、橋台に取り付けた門構で横

取りし、沓座に据付ける。その後、横桁を施工し、主桁間に PC 板を敷

設、床版を打設することで上部工が完成形となり架設が完了する。 

 上部工施工フローを表-1に、架設計画を図-5に示す。この中で、主

桁の架設～支承固定までは、列車が走らない夜間とし、作業手順上 1 晩で施工する。この架設計画において、鉄道

の安全性を確保する耐震設備は、CASE1.主桁 1 本単独の場面、CASE2.横桁施工場面で検討する必要がある。 
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図-1 平面図 

 

図-2 側面図 

 

図-3 上部工標準断面図 

 

図-4 上部工構造一般図 

 

図-5 架設計画図（架設桁架設） 

 キーワード：こ線橋、桁架設、耐震設計        〒980-8580 仙台市青葉区五橋 1-1-1 TEL:022-266-9667 

図-4 上部架設計画図  

 

表-1 上部工施工フロー 
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3.線路上空の桁架設における耐震設計 

3-1 設計水平震度の考え方 

 線路上空の桁架設における耐震設計に用いる設計水平震

度は当社の設計マニュアルに基づき設定した。本設計におい

ては、列車が通過する日中帯は、設計水平震度を 0.8（L2 地

震動の 1/2）とし、列車が通過しない夜間作業帯は 0.2 とし

て計算した（表-2）。 

3-2 CASE1.主桁 1本単独の場面 

 主桁は 1 晩で 1 本ずつ架設して、支承に据付ける。この主

桁 1 本単独の場面で大規模地震が起こった場合、想定される

変状は桁の横移動と転倒であるが、本橋りょうの支承はサイ

ドブロックがあることから横移動の可能性は低い（図-6）。

しかし、既述のとおり桁自体が非常に細長い構造であること

から、桁の転倒についての検討を行なう必要があるため以下

のように計算した。 

検討の結果、図-7の箇所に φ31.5mmのワイヤー（JIS G 3525 6×24 裸･

A 種）（切断荷重 489kN）を図-8のように１本配置し、ケーブル端部は橋

台桁座にアンカーボルトで固定することで桁が転倒しない耐震設備とし

た。 

3-3 CASE2. 横桁施工場面 

主桁の架設後は横桁を施工する必要がある（図-4）。しかし、CASE1 で

桁端部には転倒防止のワイヤーが配置されているため、横桁施工に支障す

る。そこで、新たな耐震設備を検討することとした。 

 詳細は割愛するが、検討の結果、図-9のように 3 つの主桁の上フランジ

に水平繋ぎ材(H 形鋼)を配置し、これらをボルトで繋ぎ合わせ一体化させ

ることで桁が落橋しない耐震設備とした。 

 

4.おわりに 

 本工事は平成 28 年度に桁架設を予定している。上

部工架設時における鉄道運行の安全性を確保して、本

計画を今後の類似工事にも反映できれば幸いである。 

表-2 架設の区分と地

図-6 支承詳細図(可動) 

 

 サイドサイド サイドブロック 

図-8 耐震設備（CASE1） 

 

図-9 耐震設備（CASE2） 
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図-7 ワイヤー設置箇所（CASE1） 
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